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各    位 

 

アジア パシフィック システム総研 株式会社

本 社 ： 東京都豊島区目白一丁目４番２５号

代 表 者 ： 代表取締役会長 木  庭     清

 

「 ＩＳＭＳ適合性評価制度 (Ver2 . 0 ) 」の認証取得について 

 
当社はこのたび本社事業所を対象に情報セキュリティの標準規格である「ＩＳＭＳ適合性評価制度

(Ver2.0)」(※)の最終審査を終了し、８月１７日付で正式に認証取得しました。 

当社はこれまで情報管理には万全を期してきましたが、標準規格に準拠したセキュリティマネージメン

トシステムを取り入れ、体系的に適切に対策を講じていることが証明されたことになります。 

今後は、セキュリティ基本方針に沿って種々の管理施策の定着確認・改善、監視を徹底するとともに、

これらのノウハウを他の事業所にも展開して情報処理サービス企業として責任を果たしてまいります。 

 
ＩＳＭＳ認証登録内容 
事業者名    アジアパシフィックシステム総研株式会社 
対象組織    本社事業所 
適用規格    ＩＳＭＳ認証基準(Ver2.0) 
認証範囲    システム開発に関する情報セキュリティマネージメントシステム 
審査登録機関  PERRY JOHNSON REGISTRARS, INC. of JAPAN 
認定機関    財団法人 日本情報処理開発協会(JIPDEC) 
登録日     ２００４年８月１７日 
認証証明書   別紙ご参照 

 
※ ISMS(Information Security Management System)適合性評価制度 

財団法人日本情報処理開発協会(JIPDEC)が、2002 年 4 月から本格運用を開始した情報セキュリティマ

ネージメントシステムに関する適合性評価制度であり、国際標準である「ISO/IEC1799:2000」をベース

とした適合性評価をいいます。  
以 上 
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